
 

 

 

 

  

 今回の「未来のかけらラボ」では天文学普及プロジェクト「天プラ」

代表の高梨直紘（たかなし・なおひろ）さんをお迎えし、遠く、宇宙の

彼方に目を向けてみようと思います。 

 天文学は現在、すばる望遠鏡やアルマ望遠鏡などに代表される観測技

術や研究システムの高度化によって数々の発見が続いており、急速な発

展期にあると言えます。そんな今、私たちに宇宙はどこまで見えたので

しょう。高梨さんが制作に関与された「宇宙図」*や 4 次元デジタル宇

宙ビューワー”Mitaka”**を使って、広大な宇宙の時空のなかへと旅立っ

てみます。また、最近では太陽系外地球型惑星への関心も高まっていま

すから、今回は SETI（地球外知的生命探査）の最新の動向についても

話題にしてみたいと思っています。 

 
*宇宙図 宇宙を時間と空間に分解し、138 億年の間に起きたことのすべてを俯

瞰した図。公式サイトよりデータをダウンロード可能。  

http://www.nao.ac.jp/study/uchuzu2013/ 

 

**Mitaka さまざまな観測データに基づき、地球から宇宙の果てまで、138 億

光年の時空を俯瞰することが可能な宇宙ビューワ。公式サイトよりダウンロード

可能。 http://4d2u.nao.ac.jp/t/var/download/ 



 

 

 

自然の恵みをいただきながら都市で生活する私たちが、

食を通じて自然に寄り添い、こころ豊かな暮らしを楽し

くデザインしていくきっかけづくりのワークショップシ

リーズ「食からはじまるライフデザイン」の第 4 回目。 

今回は、「旬」をキーワードに、旬の捉え方や見つけ方を

知り、旬のいただき方と保存の方法を学びます。実際に

農家をされている隅岡敦史氏が感じる旬の話を聞き、そ

の隅岡氏が育てた野菜や保存食を使った料理を隅岡樹里

氏が手掛け、参加者と一緒に味わいます。最後には、実

際に保存食(瓶詰)をつくるところを体験します。 

 
 

 


